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東京工業大：大学全体では４年ぶりに増加、学院別でも６つの学院全てが増加  前期：+164 人 

 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 
前期のみの募集だが、大学全体では 164 人(105)のやや増加で４年ぶりの増加。第１段階選抜以外の合否判定に共通テスト

を利用しないことから、共通テストの難化も影響。学院別では、環境・社会理工(113)を筆頭に全ての学院で増加。 

<前期日程> 

○ 理(101)は、前年度減少の反動は小さく前年度並。 

○ 工(106)は、２年連続減少の反動でやや増加。 

○ 物質理工(106)は、２年連続減少の反動でやや増加。 

○ 情報理工(102)は、２年連続減少の反動は少なく、前年度並だが、志願倍率は６つの学院で最も高倍率の 9.0 倍で、２年ぶ

りの９倍台。 

○ 生命理工(101)は、前年度大幅増加の反動はなく、前年度並。志願倍率は６つの学院で最も低倍率の 2.2 倍。 

○ 環境・社会理工(113)は、２年連続減少の反動で増加。 

○ 全学院の志願者数の合計が募集人員の４倍を超えたことで第１段階選抜が実施され、合格率は 97.9％。 
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